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(53年8月1日現在〉

村のようす

数

日

帯

男

女

世

人

主i宮

警言論
議をささを議

袋詰
'[二二1:・・τ.・1・";::・5・τ: 

!~n損

宮
前
古
墳
は
、
‘
玉
川
村
大
字
川
辺

字
宮
前
回
一
六
の
丘
陵
の
東
端
に
あ

っ
て
、
古
墳
時
代
〈
四
世
紀
J
七
世

紀
〉
後
期
の
六
世
紀
中
頃
に
構
築
さ

れ
た
横
穴
式
石
室
を
も
っ
円
墳
で
あ

る。
古
墳
と
は
、
単
的
に
は
「
高
い
墳

丘
を
も
っ
た
古
代
の
墓
」
と
定
義
づ

け
て
い
る
ρ

同
古
墳
の
石
堂
は
い
く
つ
か
の

枚
の
切
石
で
石
組
み
さ
れ
て
お
り
、

大
き
い
も
の
は
、
幅
二
米
、
高
さ

米
五

O
糎
も
あ
り
、
み
ご
と
な
も
の

で
あ
る
。

前た大
面こ和当
のと朝時
扉が廷と
石うに:の
がか関古
紛が係墳
失れす日に
し iよるふ
'-.i ‘う e権さ
開。 :方わ
口しf三者し
しか えがい
てしい、

い
る
。しため、

副
葬
品
は
ど
う
な
刀
¥
た

か
わ
か
ら
な
い
が
、
記
録
に
ーよ
る
と

人
骨
(
成
大
〉
:
が
発
掘
さ
れ
た
と
あ

る
が
さ
だ
か
で
な
い
。

文
責
、
文
化
財
保
護
審
議
委
員

佐

藤

忠

一

写
真
は

宮
前
古
墳
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消防ポンプ操法競技福島県大会

四辻分団 5位入賞

五
十
四
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
丘
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

(
注
〉
お
題
は
「
丘
」
で
す
が
、
歌

に
は
「
間
」
の
文
字
を
用
い
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
P

、

すハ
円
、
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

。
、
用
紙
は
、
半
紙
ハ
習
字
用
の
半

紙
〈
白
紙
)
が
よ
い
。
)
と
し
、

。

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合

は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で

な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん。

日
開
、
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

場
合
に
は
、
他
人
が
代
筆
し
そ
も

差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の

場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を
書

い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ

な
お
、
盲
人
の
方
は
、
点
字
で

ョ詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん。

師
、
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

L
、
一閉
め
て
右
半
面
に
お
題
と

歌
1

左
半
面
広
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
ハ
本
名
汁
ふ
り
が
な
っ

き
)
生
年
月
日
及
び
職
業
(
な
る

一ヘヘぐ
百
六
体
的
に
U
'
一を
一
書
い
て
く
だ

さ
E

い
。

・，無
職
の
場
ム
ロ
ば
、
単
に
〈
無

職
〉
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
以
前
に
職
業
に
就
い

た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る

べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

ハ
主
婦
〉
と
書
い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
十
一
回
福
島
県
消
防
ポ
ン
グ
・操

法
競
技
大
会
は
、

ゐ八
月
二
十
五
日
午
前
v

九
時
三
十
分
か
ら
郡
山
市
大
槻
町
、
Y

陸
~

上
自
衛
隊
郡
山
駐
と
ん
地
営
庭
で
、
各

地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
チ
ー

ム
、
ポ
ソ
プ
車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
喝の

部
と
そ
れ
ぞ
れ
十
五
チ
l
ム
が
出
場
し

た。
石
川
支
部
代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
いず

の
部
で
出
場
し
た
わ
が
四
辻
分
団
は
、

玉
川
村
消
防
団
と
郷
土
の
名
誉
に
か
け

て
も
と
、
日
頃
の
猛
練
習
の
成
果
を
、

炎
天
の
下
に
わ
ず
か
数
分
の
競
技
に
全

精
魂
を
傾
け
、
節
度
、
機
敏
さ
、
正
確

さ
な
ど
を
競
え
あ
っ
た
。

企
笹
川
日
本
消
防
協
会
長
、
松
平
知
事

よ
り
激
励
を
う
け
る
四
辻
分
団
チ

i
ム

F
L
が
長
四
辻
分
団
は
健
関
空
し
く
、

が
宗
一か
いの
京
差
究
極
瀞
法
一漣
一じ
た
が
、

五
位
丸
賞
右
京
弘
一立
泌
が
一成
績
を
収
め

た
J

・

ぇ

r

選
手
諸
君
の
健
闘
と
そ
の
労
に
た
い

し
心
か
ら
讃
辞
を
お
く
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

//
…，

r
な
お
、
県
大
会
出
場
選
手
を
紹
介
い

だ
じ
ま
す
。

O
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

指
捧
者
飯
田
秋
則

一
番
員
石
井
和
夫

二
番
員
須
田
正
行

三
番
員
大
和
田
宏

補

欠

関

根

吉

己

※
十
月
八
日
の
体
育
祭
に
四
辻
分
団
の

ポ
ン
プ
操
法
詮
披
露
す
る
予
定
で
す
。

一
四
一
、
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
一
詠
進
歌
は
失
格
と

な
り
ま
す
。

ハ
円
、
一
人
で
二
着
以
上
詠
進
し
た
場

合
句
、
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌

と
同
一
叉
は
著
し
く
類
似
し
た
歌

で
あ
る
場
合

旬
、
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

日
以
前
に
、
新
聞
i

雑
誌
そ
の
他

の
、出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発

表
し
た
場
合

M
W
、
二
の
停
に
記
じ
た
代
筆
の
理
由

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆

と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

曲
、
そ
の
他
こ
の
一
詠
進
要
領
に
よ
ら

な
い
場
合

回
、
詠
進
の
期
間

本
年
克
月
一
日
か
ら
J

十
月
十
一
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と

し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

「
干
則
東
京
都
千
代
田
広
千
代
田
一

番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
レ
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封

入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、

企
画
課
宛
お
た
づ
ね
下
さ
い
。

ハ
約
制
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〉

丘

(書、式図)

折

り、
自

(約33センチメートル)

郵

便

番

号

、

住

所

り

が

な

氏

名

年
月
日
生

職

業
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九
月
十
一
本
日
ーは
「
敬
老
の
日
」
で
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
一
ニ

代
に
わ
た
色必
て
社
会
に
貢
献
さ
れ
だ
高
令
者
の

ε労
苦
一
死
感
謝

す
る
と
と
も
に
馬
民
全
体
が
長
寿
を
祝
福
す
れる
た
む
ー句
祝
日

ι

な
っ
て
い
ま
ぺす。

玉
川
村
に
お
い
て
も
九
月
十
四
日
、
午
訴
十
時
か
ら
須
釜
公

民
館
に
村
内
七
十
五
才
以
上
の
高
令
t

斉コ

δ
じ一一い名
を
招
待
し
、

敬
老
年
金
魚
記
念
協
等
を
贈
っ
て
敬
老
併
の
会
沿
開
き
宮
?
。

尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
本
紙
で
は
λ
O才
以
ま
」
一
一
回
名
の

方
々
ハ
男
四
六
名
‘
女
七
八
名
、
夫
婦
九
組
〉
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

封i蒜

辺
三須味矢内熊白 JII佐磯鈴坂大白

氏生
真曲真

瓶藤原部谷田旗崎藤白木本竹4 旗

ト

弓山弓

ツノ、

名

ミ子タ

年
80 80 80 81 81 81 82 85 87 86 90 91 92 93令

トト

シ吉シキ

ヨ万ョト

メ

ト

リ

ツ菊ト

ヨネて，重、リ

ヨ

グ
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86..88 89 
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中

官
一
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R
h
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マ
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吉
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田
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五

木森森森口
野

日
井田粥

熊
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次

姑
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嫁
も
お
以
い
に
心
と
心
を

山
山
し
あ
っ
て

貞ソ
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実
通
戦
争
の
w
弱
者
ω

子
供
と
お
隼
寄
り

楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も
終
っ
て
子
供

た
ち
は
新
学
期
。
こ
れ
ま
で
の
開
放
的

な
毎
日
か
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
が
変
'u
わ

り
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
て
、
交
通

事
故
に
結
び
つ
き
ゃ
す
く
な
り
ま
す
叶

ま
た
、
お
年
寄
り
も
外
出
の
機
会
が
ふ

い
、
交
通
事
故
に
あ
い
や
す
い
時
期
で

す。
そ
こ
で
、
今
年
も
九
月
二
十
一
日
か

ら
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
秋
の

交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
テ

1
マ
は
「
歩
行
者
及
び
自
転

車
利
用
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
事
故

防
止
」
「
安
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安

全
運
転
の
促
進
」
の
二
点
で
す
。

子
供
と
お
年
寄
り
は
、
自
動
車
の
前

で
は
ミ
弱
者
ミ
そ
の
も
の
で
す
。

警
察
庁
発
行
の
昭
和
五
十
二
年
め

「
交
通
統
計
」
を
み
ま
す
と
、
歩
行
中

に
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
し
た
人

は
昨
年
一
年
間
で
二
千
九
百
六
十
一
人

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
九

歳
未
満
の
子
供
と
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
の
数
は
、
合
計
で
千
八
百
九
十
六

人
、
実
に
六
四
%
に
も
達
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
歩
行
者
で
は
、
人
口
十
万
人

当
た
り
の
死
亡
率
を
年
令
別
に
み
ま
す

と、
一一
若
く
て
動
き
の
活
発
た
十
五
歳
か

ら
十
九
歳
の
少
年
は
わ
ず
か

G
・
三
人
ヘ

二
十
歳
代
前
半
で
も

o
h六
氷
に
，す
ぎ

ま
せ
ん
。

と
れ
に
く
ら
べ
で
、
五
歳
未
満
一の
子

供
ほ
四
・
六
人
、
七
十
歳
以
上
の
お
年

13 

寄
り
に
な
る
と
急
激
に
問
え
て
、
十

一
一
・
七
人
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
歩
行
中
の
負
傷
者
数
を
み
で

も
死
亡
者
と
同
じ
傾
向
が
出
て
'
い
ま

す
。
北
歳
未
満
の
子
供
が
全
負
傷
者
一の

約
半
分
を
占
め
、
こ
れ
に
六
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り
を
加
え
る
と
、
約
六
五
%

に
も
な
り
ま
す
。

交
通
戦
争
の
被
害
者
は
、
ま
さ
に
子

供
と
お
年
寄
り
と
い
え
ま
す
。

畜
産
公
害
を
な
く

そ
う

最
近
、
畜
産
公
室
勾
」
云
う
こ
と
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
居
る
。

県
の
公
害
対
策
セ
ン
タ
ー
で
も
、
こ

の
間
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
今
年
度

の
重
点
事
業
と
し
て
、
畜
産
公
害
を
な

く
そ
う
と
音
産
公
害
対
策
協
議
会
等
の

組
織
を
設
置
し
て
、
畜
座
公
害
の
な
い

明
る
い
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
.
め
真
け
ん
に
と
り
組
ん
で
屠
る
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
も
、
近
隣
の
方

々
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
、
常
に

次
の
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
下

さ
い
。

。
畜
舎
は
水
で
洗
浄
し
て
清
潔
に
す
る

」
F

」
し

ι

。

O
し
尿
処
理
に
充
分
注
意
し
、
流
出
し

な
い
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
。

O
ふ
ん
、
推
肥
ば
他
の
場
所
に
す
み
や

。
に蚊る発か
薬、こ生に
剤はと源搬ヘ
をい。と出
撒の なし
布発ら 1

す生 な悪
るを い臭
。さよ

せ う蚊
なに、

い注は'
よ 意しに
う すのコ

安
藤
杯
予
選

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

代
表
に北
須
釜

蒜

生

チ
ー
ム

一
八
.
六
一
年
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ニ
エ

ー
ル
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
病
気
で

す
。
.人
に
よ
っ
て
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
]
こ
れ
ま
で
健
康
だ
っ
た
人

に
、
な
ん
の
原
因
も
な
く
急
に
激
し

い
め
ま
い
が
起
こ
っ
て
耳
の
聞
こ
え

が
悪
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
吐
き
気

が
し
た
り
、
吐
い
た
り
す
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
短
い
と
き
は

数
分
か
ら
数
時
間
、
長
い
と
き
は
数

日
も
続
き
ま
す
。
そ
し
て
、
発
作
が

月
に
何
回
と
か
の
割
合
で
繰
り
返
し

起
こ
り
ま
す
。

原
因
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

山
が
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
関
係
し
て
い

仏
る
と
思
わ
れ
、
近
代
病
の
一
つ
と
考

山
え
ら
れ
て
い
ま
す
c

小
め
ま
い
が
起
こ
っ
た
と
き
は
静
か

叫
に
し
て
い
れ
ば
よ
く
な
り
ま
す
が
、

川
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
く
る
の
で
早
く

小
専
門
匿
の
正
し
い
治
療
を
受
け
ま
し

ん
よ
う
。

M

.

予
防
と
し
て
は
な
る
べ
く
ス
ト
レ

日
ス
を
避
け
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

一
も
静
か
な
規
則
正
し
い
生
活
を
送
忍

い
こ
と
で
す
。

<一口医学叫》

メニエール病

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
(
会
長

首
藤
信
勝
ν
主
催
の
、
安
藤
杯
石
川
郡

大
会
、
玉
川
地
区
予
選
会
は
八
月
二
十

日
、
須
釜
小
学
校
々
庭
に
精
鋭
八
チ

i

ム
が
参
加
、
終
始
熱
戦
を
展
開
、
北
須

釜
チ
l
ム
と
蒜
生
チ
l
ム
が
代
表
権
を

獲
得
し
、
来
る
九
月
三
日
石
川
町
営
グ

ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
る
石
川
郡
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

両
チ

l
ム
の
善
戦
健
闘
を
期
待
し
、

声
援
を
お
く
り
た
い
も
の
で
す
。

成
績
次
の
と
お
り

O
一
回
戦

北
須
釜

8
1
1
6

蒜

生

7
1
1
1
0

竜

崎

9
1
1
6

-羽

a
m
-
-
9

0
代
表
決
定
戦

北
須
釜

M
r
l
u

蒜

生

P
P
I
-a4

中 JII岩
吉法
央辺寺

竜

崎中

d釜本J
ラグ匂7i_

主・b
、同、~_w ' ... .，_-、IV山 A" ...，....，、̂""'"'"'̂"、̂-̂
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ー砂

堂
々
の
入
場
行
進

子
ど
も
た
ち
の
夏
の
球
宴
、
第
七
回

玉
川
村
少
年
球
技
大
会
は
八
月
十
日
、

須
釜
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
夏
休
み
中
の
青
少
年

健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
村
が
主
催
し

て
行
な
っ
て
居
る
も
の
で
、
夏
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
の
一

つ
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
司
の
いだ
喝
容

部
落
と
も
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
づ
大
会
に
先
一
た
っ
て
出
場
選
手
全

員
に
よ
る
入
場
行
進
を
行
な
い
、
大
会

の
ム

1
ド
を
盛
b
上
げ
ま
し
た
。

年 務銭-

Z日二jJfFZが優勝
ー炉

女
子
ポ

i
ト
ポ

i
ん
の
熱
戦

大
会
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
二
種
目
に
分
か
れ
て
日
頃
の
腕

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
村
内
の
お
と
な
た
ち
も
大

勢
つ
め
か
け
、
わ
が
地
区
内
の
選
手
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
、
準
優
勝
は
次
の
と
お

り
で
す
。

マ
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

北

須

ぃ
釜

準

優

勝

中

マ
小
学
生
女
子
ポ

l
ト
ポ

i
ん

優

勝

川

辺

準

優

勝

中

..... 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
熱
戦

険
の
中
に
新
し
く
創
設
さ
れ
九
月
一
日
一

か
ら
取
扱
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一

こ
の
成
人
保
険
は
幻
才
満
期
と
お
才
一

満
期
の
二
種
類
が
あ
り
o

一

加

入

年

令

は

一

幻
才
満
期
保
険
印
才
J
M
才

一

お
才
満
期
保
険

m才
1
日

才

…

保
険
契
約
者
の
年
令
は
二
種
類
と
も
、
…

ω才
か
ら
は
山
才
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
一

ク
ロ
パ

i
保
険
や
家
族
保
険
、
一
学
資
保
一

険
と
同
じ
く
、
疾
病
傷
害
特
約
の
契
約
一

も
合
せ
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
病
一

気
や
ケ
ガ
の
保
障
も
さ
れ
、
入
院
保
険
一

と
金
等
も
支
払
わ
れ
る
ほ
か
、
満
期
前
に
一

m

契
約
者
が
死
亡
し
た
時
は
保
険
料
の
払
一

~
込
が
免
除
さ
れ
る
特
典
も
あ
り
、
ご
加
一

ス
後
三
年
を
経
過
し
て
被
保
険
者
が
死
一

亡
し
た
場
合
に
は
配
当
金
も
合
せ
て
、
一

お

支

払

い

た

し

ま

す

。

…

~
子
供
さ
ん
が
叩
才
に
達
し
た
な
ら
是
一

一
日
非
、
郵
便
局
の
成
人
保
険
に
加
入
さ
れ
一

向

る

よ

う

お

奨

め

い

た

し

ま

す

。

園

川
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
皆
様
が
お
わ
一• 

叫
か
り
の
よ
う
に
保
険
の
積
立
金
は
国
の
一

分
財
政
投
融
資
の
貸
付
金
と
し
て
全
国
各
一

刊
地
の
市
町
村
へ
融
資
さ
れ
教
育
設
備
拡
一

充
事
業
や
公
営
住
宅
整
備
事
業
等
に
役
一

立

っ

て

お

り

ま

す

。

一

‘
私
達
の
玉
川
村
で
も
玉
川
第
一
小
学
一

校
、
須
釜
小
学
校
そ
し
て
最
近
新
築
さ
・

れ
た
川
辺
小
学
校
ま
た
は
村
営
住
宅
む
…

建
設
資
金
と
し
て
簡
易
保
険
の
融
資
を
…

受
け
そ
れ
ぞ
れ
活
用
さ
れ
、
村
発
展
の
一

た
め
大
き
く
役
立
っ
て
お
り
ま
す
o

一

…

4
μ
E
曹

刷

物

語
U
J
M

.
国
民
年
金
の
老
齢
、
障
害
、
母

一
子
、
準
母
子
、
遺
児
、
寡
婦
な
ど
の

…
年
金
額
は
、
七
月
分
か
ら
改
定
さ
れ

.
ま
し
た
。

一
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
物

一
価
上
昇
に
よ
る
目
減
り
を
補
う
も
の

一
で
、
い
ず
礼
も
、
前
年
度
の
年
金
額

一
に
比
べ
て
約
六
・
七
%
程
度
増
額
さ

一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
実

一
際
に
受
け
取
れ
る
の
は
、
六
月
、
七

一
月
、
八
月
の
各
月
分
が
支
払
わ
れ
る

一
九
月
の
支
払
期
月
か
ら
で
す
。

八
結
婚
資
金
づ
く
り
に
最
適
〉

九
月
一
日
よ
り

『
成
人
保
険
』

扱
開
始
一
夕
、

取

子
供
さ
ん
の
結
婚
と
独
立
を
す
る

た
め
の
資
金
守
つ
く
り
を
目
的
一と

L

た
、
成
人
保
険
が
郵
便
局
の
簡
易
保

川
辺
郵
便
局

須
釜
郵
便
局
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住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

十
月
一
日
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施

五
年
に
一
回
実
施
、さ
れ
る
「
住
宅
統

計
調
査
」
が
十
月
，一
日
、
全
国
い
っ
せ

い
に
行
わ
行
ま
す
。

こ
の
調
査
は
全
国
の
約
五
百
万
の
住

宅
、
世
帯
を
対
象
と
し
た

寸住
宅
の
国

勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
み
な

さ
ん
方
の
住
宅
や
世
帯
の
横
成
な
ど
、

四
十
二
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
結
果
一一は
ハ
乙
一れ
か
ら
の

住
宅
政
策
を
進
め
私
設

を

カ
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
J

九
月
二
十
四
昂
か
窃
一思
十
品
主
お
り

聞
に
、
都
道
府
県
，知
~事
肝
任
命
じ
紅
調

査
員
が
、
各
家
庭
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
っ
て
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

正
し
く
ご
記
入
の
う
え
、
十
月
一
日
ーか

ら
七
日
ま
で
に
再
び
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計
を
つ
く
る

た
め
だ
け
に
使
い
ま
す
。
調
査
員
や
関

係
者
が
他
に
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は

法
律
に
よ
っ
て
が
た
く
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し
て
く
だ

さ
る
お
ず
おご
協
力
を
長
脳
的い町
政
一を
す。

会
誠
一逐
講
に

さ

用

dし、

ネ
，ズ
ヌ
講
一づ
て
ご
存
知
で
す
か
?
ネ

ズ
ミ
講
一と
恥
う
の
は
、
①
講
に
加
入
す

る
と
、
B

一
定
金
額
を
講
の
本
部
や
先
輩

会
員
に
送
金
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

②
講
に
加
ス
す
る
と
、
最
低
こ
名
の
新

泌 皮 眼 耳

尿
膚 鼻 児

器

，科 科キヰ 科 科

。休~ト 。休~ 。
。:休る""号r、吟3σ :。休三、ゐク二
。
休三RクA 休三~ E 休圭~ 。
。。。

休設o;::会" 急休回3今〆

。
合体急ロ〆会..... 
。
休ミ窓長止P、
。

。
保主o;::主rF : 
'?!JJ) J、‘ ;休~三。

ご一太曜日

よ震大
り

」一一

規
会
員
、の
勧
誇
九
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
③
自
分
の
子
会
員
が
孫
会
員
を

勧
誘
、
加
入
さ
せ
、
乙
れ
が
、続
い
て
自

分
の
子
孫
会
員
が
一
定
数
に
な
る
と
自

分
の
と
こ
る
に
送
金
が
さ
れ
る
、
と
い

う
し
く
み
の
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
ネ
ズ
ミ
講
は
人
口
に
限
界

が
あ
る
以
上
必
ず
破
た
ん
し
ま
す
し
、

射
幸
性
が
強
く
、
大
多
数
の
人
は
必
ず

損
を
し
ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
友
人
関

係
や
親
類
と
の
信
頼
関
係
な
ど
を
破
壊

し
、
悲
劇
を
産
'む
も
と
に
な
り
ま
す
。

う
ま
い
話
に
と
び
っ
か
ず
、
ネ
ズ
ミ

講
の
正
体
を
見
極
め
て
被
害
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

一

水

は

生

命

の

源

一

一

限

り

あ

る

水

を

大

切

一

自
衛
隊
募
集
の
お

し
ら
せ

君
の
能
力
を
自
衛
隊
で

ぐ
ん
ぐ
ん
'伸
ば
そ
う

安
定
し
た
待
遇
、
楽
し
い
生
活
、
希

望
と
適
性
に
あ
っ
た
技
婦
の
取
得
。

自
衛
惨
で
悼法
制r
将
来
め
日夕
堅
幹
部
芝
、

な
る
各
種
凶
子
生
を
次
ーの
と
お
り
募
集
じ

て
い
ま
す
。

可f

募集項目 st 付 試 験 入隊・入校

2、等陵・海空士 常時受付.，採用保春日卒業予定の局校生は、 10月かほザ ・試船 54年 3月下旬

「般 嘗 候補 1学生 8く月ただ1日い行高9卒丹3見0込日みP者は 9月218ヶ9月308) 第1次次日1100月月=280日日 同 上
第2rx10Jl 208~23日のうち 1 日

:防込衛大学校学生 10月28~1O月 21日 第第12次次・1'1112月月636日B~~148臼臼のうち 1日 54年 4月上旬

肪謝医科大学校学生 10R 2 8"";' 1 Os! 21日 第第21次次 5141月年118月日~61日9~88 日のうち 1 日 同 上

2航 タニ恒I:. ぷ寸主主ー. 生 8(月ただ1BしL;Jr高9月等2見6込日みめ者は 9 月 21 日~9 月 26日) . • 第1 次次 1 0O月月214 日 同 上
第 2~ 1 日~278のうち 1 日

自衛隊生徒 11(月中卒ι見日今込み12月の2者3、日以前卒業した者 17才まで) ι t第第1 次 5544年年1 月155臼日 同 土
2次 1月 ~16日のうち 1 日

婦人自衛官
2等陵海空士 10月 2B~1O月 208 10月下旬 54年 12月下旬

第1 次次 11 21 月月12 日看護学生 10月 2B~11月 2 日 第 2~ 12JHOB 日年 4月上旬

各
種
学
生
募
集
要
項
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努:須釜恋私満月ザ苗!演ザさ
る
七
月
三
十
一
日
、
福
島
県
民
俗

芸
能
犬
会
が
福
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
な
わ
れ
、
県
内
よ
り
選
ば
れ
た
五
団

体
は
郷
土
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
、
力

い
っ
ぱ
い
披
露
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
可
愛
い
い
、
小
さ
な
子

車

田

喜

衛

草

野

安

治

さ
ん
表
彰

第
二
十
八
回
の
福
島
県
統
計
大
会

が
、
八
月
二
十
四
日
椙
馬
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
0
・

こ
の
大
会
で
、
小
高
の
車
田
喜
密
さ

ん
、
北
須
釜
の
草
野
安
治
さ
ん
の
両
名
γ

が
、
統
計
功
労
者
と
し
て
福
島
県
統
計
い

協
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

情

J

、ar
Z
3
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2
J
I
J
1
2

・、EZ
E
r
-
-
z
z
r

、.rZ36
、gt
E
J

、，t
t
t

、af
-
-
E
J
1

・41z
t
z
r
z
f
l
z
h
J
1
2

、，、
J
1

…

近

世

版

占

い

と

一

境

界

争

い

一

岩一o一一
月
十
一
一
一
日
、
呼
出
状
に
よ
っ
て

日
御
評
定
所
へ
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ

V

た。

.
前
日
の
十
二
日
に
は
、
担
当
の

山
小
幡
山
城
守
様
の
御
屋
敷
へ
伺
つ

〉
て
回
答
書
の
控
一
通
を
提
出
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
ニ
月
十
三
日
は

蓋
支
え
が
出
来
た
と
の
理
由
で
、

一
ニ
月
二
日
に
延
期
に
な
っ
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
。
〈
こ
の
時
に
江

戸
評
定
所
代
、
ぼ
っ
た
人
数
は
十

六
人
で
あ
っ
た
が
、
日
延
べ
さ
れ

〉
た
た
め
に
八
人
を
帰
郷
さ
せ
、
残

り
八
人
が
取
調
べ
思
応
じ
た
い
の

で
許
可
さ
れ
た
い
旨
の
願
書
を
提

出
し
て
い
る
日
後
自
に
掲
載
〉

こ
の
時
に
出
頭
し
た
者
は
、
原

告
山
小
麗
村
か
ら
は
名
主
代
理
左

市
右
縄
門
百
姓
代
表
喜
左
衛
門
の

門
商
名
だ
け
で
あ
っ
た
。

と
れ
に
対
し
て
南
須
釜
村
か
ら

~
は
、
庄
屋
代
理
小
平
治
組
頭
左
平

治
弥
惣
治
、
百
姓
代
表
与
次
衛
門

大
部
衛
門
弥
一
衛
門
伝
寵
門
左
伝

治
の
合
計
八
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
北
須
釜
村
か
ら
は
正
屋
角

川
構
同
組
頭
藤
橋
門
勘
衛
門
百
姓
代

表
次
待
問
初
左
構
門
長
右
衛
門
与

左
衛
門
平
次
衛
門
の
合
計
八
人
、

雨
村
合
わ
せ
て
十
六
人
の
多
数
に

の
ぼ
っ
た
J
J

須釜念仏競りの熱演〈県文化センターにで〉A 

。
;す 記地地こと畑る 間人答と関り人で焔答はび問屋 断で原ハがし
る南入台所こに作よ只、一、誰、荒余すは、どに、村評り関文こ開よ
冶と須さ帳はで関物う今〈人大れ立らり。七(の立ほに定し答でれ始い
f こ釜れに南山違とに諒南は勢か木しが南反山位木ら対所て式はよさよ
2ろ村ては北小い立、告北わで、をま徒北歩小かを的し取おにわりれ王
〉は分い、両屋は木字山再かや 伐し党間余屋、伐場てL 調き書か取た月
う六りまわ須村なをほ小須りつ りたを須、村叉り坂、役たきり調。二
1年わすせ釜がい伐ら屋釜また 倒。組釜立、、J 立荒ノ 人い改にベ 日i以せ 0 わ村発かり的村村せこ し ん村木 木ら下 よ 0 めくが と
前ら らの雷、荒場がにんと た でのは はさの り)たい行 な
にらび地し ら衷申対。な者 強者百何れ熔 原 こ表わ り
;南び奥内て しノしし の は 引共三本た作告 と現れ取
r 須と 撲で、た下て〉で誰に五十位面物 山 をなる 調
3釜称と土 このい ーれ切百本か積並小おのがベ

{ 
し木はに十答こ問 りなのる こ手のたのと て たたをとっ南を村
ては山伐五、と、こまり事南日と取でよ上は大。こ。訳詞南け須去に
はそ小り本立は立こす、件北常につはう計も勢 こ けベ北た釜年預
なの屋倒!を木事木でと誠を両のなて、な画つの で でた掲の村のけ
らま分し村は実百号i答に申須生ち偽いこ的て者 南 あ結須でが春て
なふだたで北か三続弁ィむし釜活まりかとにの共・ 1ヒ り果釜、我にお
いにかと必須、十きし外か村にすをにを私外が 高 ま、村去が取い
なしら、こ要釜 本、た千けにさ。申も申共のし 須 すおとるま戻た
どて‘ろと村 を 。万らとへ し大しがこで 釜 。互が八ふしも
どお伐、な分 伐 にれつ困 上勢上強とか 村 とい立月勝たの
申きり其つの り 存たて窮 げのげヲiでし が 申に合中手とで
し、顔!のた小 倒 じこはし て者らにすた 発 し納い、にこ
て動し地た木 し てと難で いをれや。な 蓄 の得境当手ろそ
いかた所め六 た おやに渋い る相たっそど L ベし界村を下れ
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文ス泉
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切

白
河

草
刈
に
汗
を
流
す
会
員
の
み
な
さ

ん
で
す
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いので草私会 れし仕は
る動
。け小
る針
限会
り二長
つでさ

二づゐ
けは
たこ
いれ
とか
語ら
つも
て体ののを干来 さ力奉で

寿

正五
施十狂
行、三犬ー
の、年:病J
予ゴ八手7
定"月防:
でー:民.J
す;日ミ係
oよ rの

り手
次三数:
!の料
還が
り昭
改和

松

め

で

た

お

中

)
内
は
問
料
金

。
改
正
料
金

畜
犬
登
録
料

こ、

0
0
0円

犬
鑑
礼
再
交
付

五
O
O円
ハ

二

五

O
円〉

予
防
注
射
済
菓
交
付

一二

O
O円
ハ

一

五

O
円〉

予
防
注
射
済
票
再
交
付

一
五

O
円
〈
一

O
O円〉

予
防
往
射
手
数
料
未
a

定

・
犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

年
一
四

年
二
回

(
七
月
分
の
出
z

生
届
書
か
ら
V

(一ニ

O
O
R〉

老人クラブ

出
生
児
氏
名

山
崎
勝
校

車

問

裕

器

加

藤

沙
i

織

吉
田
一
利
江

村

越

丈

美

小

林

久

美

小

林

信

阿
部
要
一

大
野
久
葉
子

石
森
さ
ど
み

榊

枝

明

美

榊

枝

裕

子

渡

辺

篤

志

利義一一重喜昭久正為利永勝保
護

代
者

秋二夫夫和徳夫夫憲治雄勝義名

南竜岩小 111地
η 須 " 11 法 η

釜崎寺高辺区

附

寄
八
月
二
十
五
畑
、
玉
川
村
商
工

会
婦
人
部
よ
り
、
盆
花
の
売
り
上

げ
益
金
、
五
千
五
百
一
一
一
拾
五
円
を

「
社
会
福
祉
資
金
と
し
て
役
立
て

て
頂
き
た
い
い
」
と
寄
附
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
厚
ぐ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
社
会
福
祉
協
議
会
〉

昭和田年9}j1日

γ 登
防
注ム録

射
t土は

四北

詰11 須"
田釜

郵
便
局
の
窓
古
事
務
取
扱
時
間

No~ 145 

九
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

七
月
号
で
郵
便
局
F

の
窓
は
取
扱
時
間

に
つ
い
で
、
お
知
ら
せ
い
た
七
ま
る
た

が
、
一
集
配
局
の
川
辺
局
と
集
配
業
務
を

取
り
扱
い
わ
な
い
須
釜
局
と
で
も
郵
便
窓

口
の
取
扱
時
間
が
異
っ
完
お
り
ま
す
の

で
、
も
う
一
度
お
知
ち
せ
い
た
し
ま
す

の
で
取
扱
時
間
に
お
気
を
つ
け
ら
れ
て

郵
便
局
を
ご
利
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
ふ
た
し
ま
す
。

バ
川
辺
局
取
扱
時
間
一
V

午
後
6
時

祝
日
正
午

宮
山
口
9
時

1
牛

9
時
J
正
午

祝
日

取
扱
い
た
し
ま
せ
ん
。

〈
須
釜
局
敦
扱
時
間
V

O
郵
便
窓
口

率

一長

午

前

g時
加
分
J
午
後
5
時

土

曜

日

午

前
8
時
釦
分
J
午
後
0
時

川
辺
婦
人
コ
ー
ラ
ス

若
人
の
翼
出
発

役
職
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

体
育
祭
打
合
せ

県
中
地
区
社
会
教
育
指
導
員
研

修
、
鏡
石

福
島
県
生
涯
教
育
研
究
大
会
、

1 
日

や

み

お

く

初
分

日
曜
日
お
よ
び
祝
日

取
扱
い
た
し
ま
せ
ん

O
貯
金
・
保
険
窓
口

平

日

午

前

9
時
1
午
後
4
時

土
曜
日
午
前
9
時
J
正
午

日
曜
日
お
よ
び
E

侃
日

取
扱
い
た
し
ま
せ
ん

川
辺
郵
便
局

須
釜
郵
便
局

3 
自

たまかわ

ハ
七
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

5 
日

年
Aャ
ト

初倉重清モヒ
山、主世

枝太i和助ト今名帯

死
亡
者
氏
名

谷

地

秀

吉

一
一
一
輪
健
4

作

若
井
コ
ー
マ
ツ

高

林

重

義

佐
久
間
倉
雄

榊
枝
一
一
一
一

小地
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窓
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